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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　処理ユニットと制御デバイスとを有するコンピュータであり、前記制御デバイスは、前
記コンピュータのコンポーネントに結合され、前記コンポーネントは、チップ上高速相互
接続ネットワークと、キャッシュと、メモリと、入出力I/O相互接続ネットワークと、ネ
ットワークアダプタと、ディスプレイとのうちいずれか１つを有する、コンピュータであ
って、
　前記処理ユニットは、アプリケーション要求にタグを添付し、前記添付されたアプリケ
ーション要求を前記制御デバイスに送信するように構成され、
　前記制御デバイスは、前記添付されたアプリケーション要求を受信し、前記タグ及び予
め記憶されたリソース割り当てポリシーに従って、前記アプリケーション要求のために割
り当てられるリソースの量を決定するように構成され、前記リソース割り当てポリシーは
、前記タグと前記アプリケーション要求のために割り当てられる前記リソースの量との間
の対応関係を有し、前記コンポーネントに対して、前記アプリケーション要求のために割
り当てられる前記リソースの量に従って前記アプリケーション要求を処理するように命令
するように構成されるコンピュータ。
【請求項２】
　前記制御デバイスはバッファを有し、前記バッファは少なくとも２つのキューを有し、
各キューはリソースの量の範囲に対応し、各キューの優先度は異なり、
　前記制御デバイスは、前記アプリケーション要求のために割り当てられる前記リソース
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の量に従って、前記少なくとも２つのキューから前記アプリケーション要求に対応するキ
ューを選択し、前記アプリケーション要求に対応する前記キューに前記アプリケーション
要求を記憶するように構成され、
　前記コンポーネントは、各キューの前記優先度に従って前記バッファ内の前記キューを
別々に処理するように構成される、請求項１に記載のコンピュータ。
【請求項３】
　前記制御デバイスはプロセッサとキャッシュとを有し、前記キャッシュは前記リソース
割り当てポリシーを記憶し、
　前記プロセッサは、前記キャッシュから前記リソース割り当てポリシーを獲得するよう
に構成され、前記プロセッサは、前記添付されたアプリケーション要求を受信し、前記タ
グ及び前記予め記憶されたリソース割り当てポリシーに従って、前記アプリケーション要
求のために割り当てられる前記リソースの量を決定するように構成され、前記リソース割
り当てポリシーは、前記タグと前記アプリケーション要求のために割り当てられる前記リ
ソースの量との間の前記対応関係を有し、前記コンポーネントに対して、前記アプリケー
ション要求のために割り当てられる前記リソースの量に従って前記アプリケーション要求
を処理するように命令するように構成される、請求項１に記載のコンピュータ。
【請求項４】
　前記リソース割り当てポリシーは制御テーブルを有し、前記制御テーブルは複数のエン
トリを有し、前記複数のエントリのうち１つのエントリは、前記タグと前記アプリケーシ
ョン要求のために割り当てられる前記リソースの量との間の前記対応関係を有し、
　前記プロセッサは、クエリ命令を前記キャッシュに送信するように構成され、前記クエ
リ命令は前記タグを有し、
　前記キャッシュは、前記クエリ命令に従って、前記タグに対応するエントリを取得し、
前記タグに対応する前記エントリを前記制御デバイスの前記プロセッサに送信するように
構成される、請求項３に記載のコンピュータ。
【請求項５】
　前記コンピュータはメモリを更に有し、前記メモリはノード管理ソフトウェアを記憶し
、
　前記処理ユニットは、前記ノード管理ソフトウェアを使用することにより前記リソース
割り当てポリシーを定義するように更に構成され、
　前記プロセッサは、前記ノード管理ソフトウェアから前記リソース割り当てポリシーを
獲得し、前記リソース割り当てポリシーを前記キャッシュに書き込むように更に構成され
る、請求項３又は４に記載のコンピュータ。
【請求項６】
　前記処理ユニットはタグレジスタを更に有し、
　前記処理ユニットは、前記ノード管理ソフトウェアを使用することにより前記タグを定
義し、前記ノード管理ソフトウェアを使用することにより前記タグを前記タグレジスタに
書き込むように更に構成され、
　前記処理ユニットは、前記タグレジスタから前記タグを読み取るように更に構成される
、請求項５に記載のコンピュータ。
【請求項７】
　コンピュータのコンポーネントに結合された制御デバイスであり、前記コンポーネント
は、チップ上高速相互接続ネットワークと、キャッシュと、メモリと、入出力I/O相互接
続ネットワークと、ネットワークアダプタと、ディスプレイとのうちいずれか１つを有し
、前記制御デバイスは、プロセッサを有し、前記コンピュータは、処理ユニットと、前記
制御デバイスとを有する、制御デバイスであって、
　前記プロセッサは、前記処理ユニットによりタグが添付されたアプリケーション要求を
受信し、前記タグ及び予め記憶されたリソース割り当てポリシーに従って、前記アプリケ
ーション要求のために割り当てられるリソースの量を決定するように構成され、前記リソ
ース割り当てポリシーは、前記タグと前記アプリケーション要求のために割り当てられる
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前記リソースの量との間の対応関係を有し、前記コンポーネントに対して、前記アプリケ
ーション要求のために割り当てられる前記リソースの量に従って前記アプリケーション要
求を処理するように命令するように構成される制御デバイス。
【請求項８】
　前記制御デバイスはバッファを更に有し、前記バッファは少なくとも２つのキューを有
し、各キューはリソースの量の範囲に対応し、各キューの優先度は異なり、
　前記プロセッサは、前記アプリケーション要求のために割り当てられる前記リソースの
量に従って、前記少なくとも２つのキューから前記アプリケーション要求に対応するキュ
ーを選択し、前記アプリケーション要求に対応する前記キューに前記アプリケーション要
求を記憶するように構成され、
　前記コンポーネントは、各キューの前記優先度に従って前記バッファ内の前記キューを
別々に処理するように構成される、請求項７に記載の制御デバイス。
【請求項９】
　前記制御デバイスはキャッシュを更に有し、前記キャッシュは前記リソース割り当てポ
リシーを記憶し、
　前記プロセッサは、前記キャッシュから前記リソース割り当てポリシーを獲得するよう
に更に構成される、請求項７に記載の制御デバイス。
【請求項１０】
　前記リソース割り当てポリシーは制御テーブルを有し、前記制御テーブルは複数のエン
トリを有し、前記複数のエントリのうち１つのエントリは、前記タグと前記アプリケーシ
ョン要求のために割り当てられる前記リソースの量との間の前記対応関係を有し、
　前記プロセッサは、クエリ命令を前記キャッシュに送信するように構成され、前記クエ
リ命令は前記タグを有し、
　前記キャッシュは、前記クエリ命令に従って、前記タグに対応するエントリを取得し、
前記タグに対応する前記エントリを前記プロセッサに送信するように構成される、請求項
９に記載の制御デバイス。
【請求項１１】
　前記リソース割り当てポリシーは、ノード管理ソフトウェアを使用することにより前記
コンピュータにより定義され、前記ノード管理ソフトウェアは前記コンピュータのメモリ
に記憶され、
　前記プロセッサは、前記ノード管理ソフトウェアから前記リソース割り当てポリシーを
獲得するように更に構成される、請求項９又は１０に記載の制御デバイス。
【請求項１２】
　制御デバイスにおいて使用されるデータ処理方法であり、前記制御デバイスは、コンピ
ュータのコンポーネントに結合され、前記コンポーネントは、チップ上高速相互接続ネッ
トワークと、キャッシュと、メモリと、入出力I/O相互接続ネットワークと、ネットワー
クアダプタと、ディスプレイとのうちいずれか１つを有し、前記コンピュータは、処理ユ
ニットと、前記制御デバイスとを有する、方法であって、
　前記制御デバイスにより、前記処理ユニットによりタグを添付したアプリケーション要
求を受信するステップと、
　前記制御デバイスにより、前記タグ及び予め記憶されたリソース割り当てポリシーに従
って、前記アプリケーション要求のために割り当てられるリソースの量を決定するステッ
プであり、前記リソース割り当てポリシーは、前記タグと前記アプリケーション要求のた
めに割り当てられる前記リソースの量との間の対応関係を有するステップと、
　前記制御デバイスにより、前記コンポーネントに対して、前記アプリケーション要求の
ために割り当てられる前記リソースの量に従って前記アプリケーション要求を処理するよ
うに命令するステップと
　を有するデータ処理方法。
【請求項１３】
　前記制御デバイスはバッファを更に有し、前記バッファは少なくとも２つのキューを有
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し、各キューはリソースの量の範囲に対応し、各キューの優先度は異なり、
　前記制御デバイスにより、前記コンポーネントに対して、前記アプリケーション要求の
ために割り当てられる前記リソースの量に従って前記アプリケーション要求を処理するよ
うに命令するステップは、
　前記コンポーネントが各キューの前記優先度に従って前記バッファ内の前記キューを別
々に処理するように、前記制御デバイスにより、前記アプリケーション要求のために割り
当てられる前記リソースの量に従って、前記少なくとも２つのキューから前記アプリケー
ション要求に対応するキューを選択し、前記アプリケーション要求に対応する前記キュー
に前記アプリケーション要求を記憶するステップを有する、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記制御デバイスはプロセッサ及びキャッシュを更に有し、前記キャッシュは前記リソ
ース割り当てポリシーを記憶し、
　前記データ処理方法は、前記プロセッサにより、前記キャッシュから前記リソース割り
当てポリシーを獲得するステップを更に有し、
　前記制御デバイスにより、前記タグ及び予め記憶されたリソース割り当てポリシーに従
って、前記アプリケーション要求のために割り当てられるリソースの量を決定するステッ
プは、
　前記プロセッサにより、前記タグ及び前記予め記憶されたリソース割り当てポリシーに
従って、前記アプリケーション要求のために割り当てられる前記リソースの量を決定する
ステップを有し、
　前記制御デバイスにより、前記コンポーネントに対して、前記アプリケーション要求の
ために割り当てられる前記リソースの量に従って前記アプリケーション要求を処理するよ
うに命令するステップは、
　前記プロセッサにより、前記コンポーネントに対して、前記アプリケーション要求のた
めに割り当てられる前記リソースの量に従って前記アプリケーション要求を処理するよう
に命令するステップを有する、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記リソース割り当てポリシーは制御テーブルを有し、前記制御テーブルは複数のエン
トリを有し、前記複数のエントリのうち１つのエントリは、前記タグと前記アプリケーシ
ョン要求のために割り当てられる前記リソースの量との間の前記対応関係を有し、
　前記プロセッサにより、前記キャッシュから前記リソース割り当てポリシーを獲得する
ステップは、
　前記プロセッサにより、前記タグを含むクエリ命令を前記キャッシュに送信するステッ
プと、
　前記キャッシュにより、前記クエリ命令に従って、前記タグに対応するエントリを取得
し、前記タグに対応する前記エントリを前記プロセッサに送信するステップと
　を有する、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記リソース割り当てポリシーは、ノード管理ソフトウェアを使用することにより前記
コンピュータにより定義され、前記ノード管理ソフトウェアは前記コンピュータのメモリ
に記憶され、
　前記データ処理方法は、前記プロセッサにより、前記ノード管理ソフトウェアから前記
リソース割り当てポリシーを獲得するステップを更に有する、請求項１４又は１５に記載
の方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　［関連出願への相互参照］
　この出願は、“COMPUTER,　CONTROL　DEVICE,　AND　DATA　PROCESSING　METHOD”とい
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う名称で2014年4月30日に中国特許庁に出願された中国特許出願第201410182148.1号及び
“COMPUTER,　CONTROL　DEVICE,　AND　DATA　PROCESSING　METHOD”という名称で2014年
11月24日に中国特許庁に出願された中国特許出願第201410682375.0号の優先権を主張し、
これらの全内容を参照により援用する。
【０００２】
　［技術分野］
　本発明は、コンピュータ分野に関し、特にコンピュータ、制御デバイス及びデータ処理
方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　コンピュータ又はサーバの動作効率を改善するために、複数のアプリケーションプログ
ラムは、コンピュータ内にリソース共有を実現し得る。例えば、複数のアプリケーション
プログラムは、リソースのためにメモリに同時に問い合わせてもよく、これにより、メモ
リリソースの利用を改善する。しかし、複数のアプリケーションプログラムは、リソース
を共有する場合に相互に干渉し、従って、或る重要なアプリケーションプログラムは、優
先的に処理されることができず、これにより、サービス品質に影響を与える。
【発明の概要】
【０００４】
　本発明の実施例は、アプリケーションプログラムのサービス品質を改善するために使用
されるコンピュータ、制御デバイス及びデータ処理方法を提供する。
【０００５】
　本発明の実施例の第１の態様は、コンピュータを提供し、コンピュータは処理ユニット
と制御デバイスとを含み、処理ユニットは、アプリケーション要求にタグを添付し、添付
されたアプリケーション要求を制御デバイスに送信するように構成され、制御デバイスは
、添付されたアプリケーション要求を受信し、タグ及び予め記憶されたリソース割り当て
ポリシーに従って、アプリケーション要求のために割り当てられるリソースの量を決定す
るように構成され、リソース割り当てポリシーは、タグとアプリケーション要求のために
割り当てられるリソースの量との間の対応関係を含み、コンピュータのコンポーネントに
対して、アプリケーション要求のために割り当てられるリソースの量に従ってアプリケー
ション要求を処理するように命令するように更に構成される。
【０００６】
　第１の態様を参照して、第１の可能な実現方式では、制御デバイスはバッファを更に含
み、バッファは少なくとも２つのキューを含み、各キューはリソースの量の範囲に対応し
、各キューの優先度は異なり、制御デバイスは、アプリケーション要求のために割り当て
られるリソースの量に従って、少なくとも２つのキューからアプリケーション要求に対応
するキューを選択し、アプリケーション要求に対応するキューにアプリケーション要求を
記憶するように具体的に構成され、コンピュータのコンポーネントは、アプリケーション
要求に対応するキューからアプリケーション要求を取得し、アプリケーション要求を実行
するように構成される。
【０００７】
　第１の態様を参照して、第２の可能な実現方式では、制御デバイスはプロセッサとキャ
ッシュとを更に含み、キャッシュはリソース割り当てポリシーを記憶し、プロセッサは、
キャッシュからリソース割り当てポリシーを獲得するように更に構成される。
【０００８】
　第１の態様の第２の可能な実現方式を参照して、第３の可能な実現方式では、リソース
割り当てポリシーは制御テーブルを含み、制御テーブルは複数のエントリを含み、複数の
エントリのうち１つのエントリは、タグとアプリケーション要求のために割り当てられる
リソースの量との間の対応関係を含み、プロセッサは、クエリ命令をキャッシュに送信す
るように具体的に構成され、クエリ命令はタグを含み、キャッシュは、クエリ命令に従っ
て、タグに対応するエントリを取得し、タグに対応するエントリを制御デバイスのプロセ
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ッサに送信するように構成される。
【０００９】
　第１の態様又は第１の態様の第１～第３の可能な実現方式を参照して、本発明の第４の
可能な実現方式では、制御デバイスはプログラミングインタフェースを更に含み、プログ
ラミングインタフェースは、リソース割り当てポリシーを変更するように構成される。
【００１０】
　第１の態様又は第１の態様の第１～第４の可能な実現方式を参照して、第５の実現方式
では、コンピュータはメモリを更に含み、メモリはノード管理ソフトウェアを記憶し、処
理ユニットは、ノード管理ソフトウェアを使用することによりリソース割り当てポリシー
を定義するように更に構成され、制御デバイスは、ノード管理ソフトウェアからリソース
割り当てポリシーを獲得し、リソース割り当てポリシーをキャッシュに書き込むように更
に構成される。
【００１１】
　第１の態様の第５の可能な実現方式を参照して、第６の可能な実現方式では、処理ユニ
ットはタグレジスタを更に含み、処理ユニットは、ノード管理ソフトウェアを使用するこ
とによりタグを定義し、ノード管理ソフトウェアを使用することによりタグをタグレジス
タに書き込むように更に構成され、処理ユニットは、タグレジスタからタグを読み取るよ
うに更に構成される。
【００１２】
　本発明の実施例の第２の態様は、制御デバイスを提供し、制御デバイスはコンピュータ
のコンポーネントに配置され、制御デバイスはプロセッサを含み、プロセッサは、タグが
添付されたアプリケーション要求を受信し、タグ及び予め記憶されたリソース割り当てポ
リシーに従って、アプリケーション要求のために割り当てられるリソースの量を決定する
ように構成され、リソース割り当てポリシーは、タグとアプリケーション要求のために割
り当てられるリソースの量との間の対応関係を含み、コンピュータのコンポーネントに対
して、アプリケーション要求のために割り当てられるリソースの量に従ってアプリケーシ
ョン要求を処理するように命令するように更に構成される。
【００１３】
　第２の態様を参照して、第１の可能な実現方式では、制御デバイスはバッファを更に含
み、バッファは少なくとも２つのキューを含み、各キューはリソースの量の範囲に対応し
、各キューの優先度は異なり、プロセッサは、アプリケーション要求のために割り当てら
れるリソースの量に従って、少なくとも２つのキューからアプリケーション要求に対応す
るキューを選択し、アプリケーション要求に対応するキューにアプリケーション要求を記
憶するように具体的に構成され、コンピュータのコンポーネントは、アプリケーション要
求に対応するキューからアプリケーション要求を取得し、アプリケーション要求を実行す
るように具体的に構成される。
【００１４】
　第２の態様を参照して、第２の可能な実現方式では、制御デバイスはキャッシュを更に
含み、キャッシュはリソース割り当てポリシーを記憶し、プロセッサは、キャッシュから
リソース割り当てポリシーを獲得するように更に構成される。
【００１５】
　第２の態様の第２の可能な実現方式を参照して、第３の可能な実現方式では、リソース
割り当てポリシーは制御テーブルを含み、制御テーブルは複数のエントリを含み、複数の
エントリのうち１つのエントリは、タグとアプリケーション要求のために割り当てられる
リソースの量との間の対応関係を含み、プロセッサは、クエリ命令をキャッシュに送信す
るように具体的に構成され、クエリ命令はタグを含み、キャッシュは、クエリ命令に従っ
て、タグに対応するエントリを取得し、タグに対応するエントリをプロセッサに送信する
ように構成される。
【００１６】
　第２の態様又は第２の態様の第１～第３の可能な実現方式を参照して、第４の可能な実
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現方式では、制御デバイスはプログラミングインタフェースを更に含み、プログラミング
インタフェースは、リソース割り当てポリシーを変更するように構成される。
【００１７】
　第２の態様又は第２の態様の第１～第４の可能な実現方式を参照して、第５の実現方式
では、リソース割り当てポリシーは、ノード管理ソフトウェアを使用することによりコン
ピュータにより定義され、制御デバイスに送信され、ノード管理ソフトウェアはコンピュ
ータのメモリに記憶される。
【００１８】
　本発明の実施例の第３の態様は、データ処理方法を提供し、この方法は制御デバイスに
適用され、制御デバイスはコンピュータのコンポーネントに配置され、この方法は、制御
デバイスにより、タグを搬送するアプリケーション要求を受信するステップと、制御デバ
イスにより、タグ及び予め記憶されたリソース割り当てポリシーに従って、アプリケーシ
ョン要求のために割り当てられるリソースの量を決定するステップであり、リソース割り
当てポリシーは、タグとアプリケーション要求のために割り当てられるリソースの量との
間の対応関係を含むステップと、制御デバイスにより、コンピュータのコンポーネントに
対して、アプリケーション要求のために割り当てられるリソースの量に従ってアプリケー
ション要求を処理するように命令するステップとを含む。
【００１９】
　第３の態様を参照して、第１の可能な実現方式では、制御デバイスはバッファを更に含
み、バッファは少なくとも２つのキューを含み、各キューはリソースの量の範囲に対応し
、各キューの優先度は異なり、制御デバイスにより、コンピュータのコンポーネントに対
して、アプリケーション要求のために割り当てられるリソースの量に従ってアプリケーシ
ョン要求を処理するように命令するステップは、コンピュータのコンポーネントがアプリ
ケーション要求に対応するキューからアプリケーション要求を取得し、アプリケーション
要求を実行するように、制御デバイスにより、アプリケーション要求のために割り当てら
れるリソースの量に従って、少なくとも２つのキューからアプリケーション要求に対応す
るキューを選択し、アプリケーション要求に対応するキューにアプリケーション要求を記
憶するステップを含む。
【００２０】
　第３の態様を参照して、第２の可能な実現方式では、制御デバイスはプロセッサ及びキ
ャッシュを更に含み、キャッシュはリソース割り当てポリシーを記憶し、この方法は、制
御デバイスのプロセッサにより、キャッシュからリソース割り当てポリシーを獲得するス
テップを更に含む。
【００２１】
　第３の態様の第２の可能な実現方式を参照して、第３の可能な実現方式では、リソース
割り当てポリシーは制御テーブルを含み、制御テーブルは複数のエントリを含み、複数の
エントリのうち１つのエントリは、タグとアプリケーション要求のために割り当てられる
リソースの量との間の対応関係を含み、制御デバイスのプロセッサにより、キャッシュか
らリソース割り当てポリシーを獲得するステップは、制御デバイスのプロセッサにより、
クエリ命令をキャッシュに送信するステップであり、クエリ命令はタグを含むステップと
、キャッシュにより、クエリ命令に従って、タグに対応するエントリを取得し、タグに対
応するエントリを制御デバイスのプロセッサに送信するステップとを含む。
【００２２】
　本発明の実施例は、コンピュータを提供し、コンピュータは処理ユニットと制御デバイ
スとを含む。処理ユニットは、アプリケーション要求にタグを添付し、添付されたアプリ
ケーション要求を制御デバイスに送信する。制御デバイスは、タグ及び予め記憶されたリ
ソース割り当てポリシーに従って、アプリケーション要求のために割り当てられるリソー
スの量を決定し、コンピュータのコンポーネントに対して、アプリケーション要求のため
に割り当てられるリソースの量に従ってアプリケーション要求を処理するように命令する
。このように、アプリケーション要求を処理する場合、コンピュータのコンポーネントは
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、アプリケーション要求のために割り当てられるリソースの量に従って処理を実行しても
よく、これは、リソースの量が複数のアプリケーション要求により相互に先取りされるこ
とを或る程度回避し、これにより、サービス品質を改善する。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
　本発明の実施例又は従来技術における技術的対策を更に明確に説明するために、以下に
、実施例又は従来技術を説明するために必要な添付図面を簡単に紹介する。明らかに、以
下の説明における添付図面は、本発明の単にいくつかの実施例を示しているに過ぎず、当
業者は、創造的取り組みを行うことなく、これらの添付図面から他の図面を導き得る。
【図１】本発明の実施例によるコンピュータのシステムアーキテクチャの図
【図２ａ】本発明の実施例による他のコンピュータのシステムアーキテクチャの図
【図２ｂ】本発明の実施例による制御デバイスの概略構成図
【図３】本発明の実施例による他の制御デバイスの概略構成図
【図４】本発明の実施例による更に他の制御デバイスの概略構成図
【図５】本発明の実施例による更に他の制御デバイスの概略構成図
【図６】本発明の実施例による制御プレーンのネットワークアーキテクチャの概略図
【図７】本発明の実施例によるノード管理ソフトウェアの概略構成図
【図８】本発明の実施例によるデータ処理方法の概略フローチャート
【図９】本発明の実施例による他のデータ処理方法の概略フローチャート
【図１０】本発明の実施例による更に他のデータ処理方法の概略フローチャート
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下に、本発明の実施例における添付図面を参照して、本発明の実施例における技術的
対策を明確且つ完全に説明する。明らかに、説明する実施例は、本発明の実施例の全部で
はなく、一部である。創造的取り組みを行うことなく本発明の実施例に基づいて当業者に
より得られる全ての他の実施例は、本発明の保護範囲内に入るものとする。
【００２５】
　本発明の実施例は、アプリケーションプログラムのサービス品質を改善するために使用
されるコンピュータ、制御デバイス及びデータ処理方法を提供する。
【００２６】
　図１は、本発明の実施例によるコンピュータ10のシステムアーキテクチャの概略図であ
る。図１に示すように、コンピュータ10は、コンピュータの複数の処理ユニット11と、複
数の制御デバイス66と、複数のコンポーネント33（図１では略して部品と呼ばれる）とを
含む。本発明のこの実施例におけるコンピュータのコンポーネントは、リソースが複数の
アプリケーションプログラムにより占有され得るコンピュータのコンポーネントを示す。
【００２７】
　処理ユニット11は、中央処理装置（Central　Processing　Unit、CPU）上にあり、同じ
機能を有するプロセッサコアの１つを示し、読み取り及び書き込みのような様々な動作コ
マンドを実行するように構成される。
【００２８】
　コンピュータのコンポーネント33は、チップ上高速相互接続ネットワークと、チップ上
高速相互接続ネットワークに直接接続されたコンピュータのコンポーネント、例えば、キ
ャッシュ（cacheとも呼ばれる）、メモリ、グラフィック処理ユニット（Graphic　Proces
sing　Unit、GPU）、及びビデオRAMとを含み、I/O相互接続ネットワークと、I/O相互接続
ネットワークに接続されたI/Oデバイス、例えば、磁気ディスク（ハードディスクとも呼
ばれる）、ネットワークアダプタ、及びディスプレイとを更に含んでもよい。
【００２９】
　チップ上高速相互接続ネットワークは、複数の処理ユニット11を接続するコネクタであ
る。チップ上高速相互接続ネットワークはまた、キャッシュ、メモリ、グラフィック処理
ユニット、ビデオRAM等に接続される。
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【００３０】
　キャッシュについて、キャッシュによりアプリケーションプログラムに割り当てられる
リソースは、キャッシュ空間でもよい。メモリについて、メモリによりアプリケーション
プログラムに割り当てられるリソースは、メモリ空間でもよい。グラフィック処理ユニッ
トについて、グラフィック処理ユニットによりアプリケーションプログラムに割り当てら
れるリソースは、ハードウェアアクセラレーションリソースでもよい。ビデオRAMについ
て、ビデオRAMによりアプリケーションプログラムに割り当てられるリソースは、ビデオR
AM空間でもよい。
【００３１】
　更に、チップ上高速相互接続ネットワークはまた、I/O相互接続ネットワークに接続さ
れてもよい（サウスブリッジとも呼ばれる）。
【００３２】
　I/O相互接続ネットワークは、I/Oデバイスを制御するデバイスである。
【００３３】
　コンピュータのコンポーネント33は、I/O相互接続ネットワークに直接接続されたI/Oデ
バイス、例えば、磁気ディスク（ハードディスクとも呼ばれる）、ネットワークアダプタ
、及びディスプレイを更に含む。
【００３４】
　例えば、或る期間に、コンピュータ10は、複数のアプリケーションプログラムを処理し
てもよく、全てのこれらのアプリケーションプログラムは、コンピュータのコンポーネン
ト（例えば、メモリ）のリソースを占有する必要がある。しかし、メモリ内のリソースは
限られているため、或る重要なアプリケーションプログラムは、適時に処理されることが
できず、従って、サービス品質が影響を受ける。
【００３５】
　従って、本発明のこの実施例では、制御デバイス66は、コンピュータのコンポーネント
に配置され、コンポーネントのリソースは、複数のアプリケーションプログラムに申し込
まれてもよく、複数のアプリケーションプログラムにより占有されてもよい。制御デバイ
ス66は、アプリケーションプログラムを処理するために、異なる種類のアプリケーション
プログラムに従って、異なる量のリソースをアプリケーションプログラムに割り当てるよ
うに構成される。ここで、リソースが複数のアプリケーションプログラムにより申し込ま
れてもよく、複数のアプリケーションプログラムにより占有されてもよいコンピュータの
コンポーネントは、チップ上高速相互接続ネットワークと、キャッシュと、メモリと、グ
ラフィック処理ユニットと、ビデオRAMと、I/O相互接続ネットワークとを含むが、これら
に限定されない。
【００３６】
　本発明のこの実施例では、制御デバイス66は、コンピュータの複数のコンポーネントの
中のコンピュータの１つのコンポーネントのみに配置されてもよく、制御デバイス66は、
コンピュータの複数のコンポーネントに配置されてもよく、更に、制御デバイス66は、コ
ンピュータの前述のコンポーネントの全てに配置されてもよい点に留意すべきである。
【００３７】
　制御デバイス66が異なる種類のアプリケーションプログラムを識別することを可能にす
るために、アプリケーション要求の種類は、アプリケーション要求（アプリケーションプ
ログラムに対応する要求）が生成されるソースエンドで識別及びタグ付けされる必要があ
る。従って、アプリケーション要求がコンピュータのコンポーネント上の制御デバイス66
に後に送信された場合、制御デバイス66は、タグに従って、異なる種類のアプリケーショ
ンプログラムで異なる処理を実行してもよい。本発明のこの実施例では、アプリケーショ
ンプログラム及びアプリケーション要求は同じ意味を表す点に留意すべきである。更に、
本発明のこの実施例のアプリケーション要求は、コンピュータ内で生成された様々な命令
及びコンピュータの外部から受信した様々な命令、例えば、ファイルアクセス要求、ビデ
オ再生要求、メモリアクセス要求、I/O要求、及び相互接続（Interconnect）要求を含む
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。
【００３８】
　ここで、アプリケーション要求が生成されるソースエンドは、処理ユニット11又はI/O
デバイス（例えば、ネットワークアダプタ）でもよい。アプリケーション要求がコンピュ
ータ10からのローカルのものである場合、アプリケーション要求が生成されるソースエン
ドは、処理ユニット11でもよい。アプリケーション要求がコンピュータ10の外部からのも
のである場合、例えば、インターネットを使用することにより送信されたアプリケーショ
ン要求が受信された場合、アプリケーション要求が生成されるソースエンドは、ネットワ
ークアダプタ又は他の入出力デバイスでもよい。
【００３９】
　アプリケーション要求がコンピュータ10の内部からのものである場合、タグ付けの方式
は以下のようなものでもよい。
【００４０】
　タグレジスタ77（図２ａに示す）は、処理ユニット11に配置され、タグレジスタ77は、
レジスタ値を記憶する。処理ユニット11がアプリケーション要求を生成した場合、処理ユ
ニット11は、レジスタ値を読み取ることにより、アプリケーション要求にタグを添付し、
タグはレジスタ値である。
【００４１】
　具体的に、タグは、アプリケーション要求についてノード管理ソフトウェア（以下に詳
細に説明する）により定義される。ノード管理ソフトウェアは、オペレーティングシステ
ム内のモジュールでもよく、オペレーティングシステムとコンピュータハードウェアとの
間の中間ソフトウェア層のモジュール（Hypervisor）でもよく、処理ユニット11で動作す
る。ノード管理ソフトウェアがアプリケーション要求のタグを定義した後に、オペレーテ
ィングシステムは、タグを、アプリケーション要求に対応するプロセスのコンテキストに
書き込み、次にアプリケーション要求に対応するプロセスのコンテキストをレジスタに書
き込んでもよい。
【００４２】
　任意選択の実現方式は以下の通りである。
【００４３】
　処理ユニット11自体が複数のレジスタを含んでもよいため、複数のレジスタのうち１つ
は、タグレジスタ77として設定されてもよく、タグレジスタ77は、アプリケーションプロ
グラムのタグを記憶するように構成される。アプリケーション要求を生成する場合、処理
ユニット11は、タグレジスタ77内のレジスタ値を読み取り、レジスタ値をタグとして使用
し、レジスタ値をアプリケーション要求に書き込む。タグは、アプリケーションプログラ
ムのID、文字、数字等により表されてもよく、ここでは限定されないことが認識され得る
。
【００４４】
　他の任意選択の実現方式は以下の通りである。
【００４５】
　新たなレジスタが処理ユニット11に取り付けられ、新たなレジスタは、タグレジスタ77
として定義され、タグレジスタ77は、アプリケーションプログラムのタグを記憶するよう
に構成される。以降の処理の方式は、前述の実現方式と同じであり、ここでは再び説明し
ない。
【００４６】
　ネットワークアダプタがアプリケーション要求のソースエンドとして機能する場合、実
現方式では、ネットワークアダプタ自体は、アプリケーション要求にタグ付けする動作を
実行しない。例えば、ネットワークアダプタがアプリケーション要求を受信した場合、ア
プリケーション要求は、タグを搬送するアプリケーション要求である。すなわち、アプリ
ケーション要求の送信エンドは、アプリケーション要求を送信する前にアプリケーション
要求にタグ付けしてもよい。分散システムでは、サーバ（又はコンピュータ）は、ネゴシ
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エーションを用いてアプリケーション要求のタグを決定してもよく、タグサーバが、アプ
リケーション要求のタグを定義して各サーバに送信するために配置されてもよいことが認
識され得る。全ての実現方式等は、本発明のこの実施例の保護範囲内に入るものとする。
他の実現方式は以下の通りである。ネットワークアダプタがメッセージパケットを受信し
た場合、アプリケーション要求は、メッセージパケットを解析することにより取得され、
次に、アプリケーション要求がタグ付けされる。この場合、ネットワークアダプタにより
アプリケーション要求をタグ付けする方式は、前述の処理ユニット11によりタグ付けする
方式と同様であり、ここでは再び説明しない。
【００４７】
　コンピュータ10内の他のコンポーネント、例えば、I/O相互接続ネットワークもまた、
アプリケーション要求にタグを添付してもよく、この実現方式は、処理ユニット11又はネ
ットワークアダプタのものと同様であり、本発明のこの実施例は、タグ付けするコンポー
ネントに限定を設定しない点に留意すべきである。
【００４８】
　以下に、処理ユニット11がアプリケーション要求にタグを添付する例を使用することに
より、以降の処理手順について説明する。
【００４９】
　タグがアプリケーション要求に添付された後に、処理ユニット11がアプリケーション要
求を制御デバイス66に送信した場合、アプリケーション要求のタグが搬送される。
【００５０】
　具体的に、制御デバイス66は、添付されたアプリケーション要求を受信し、タグ及び予
め記憶されたリソース割り当てポリシーに従って、アプリケーション要求のために割り当
てられるリソースの量を決定するように構成され、リソース割り当てポリシーは、タグと
アプリケーション要求のために割り当てられるリソースの量との間の対応関係を含み、コ
ンピュータのコンポーネントに対して、アプリケーション要求のために割り当てられるリ
ソースの量に従ってアプリケーション要求を処理するように命令するように更に構成され
る。
【００５１】
　本発明の実施例は、コンピュータを提供し、コンピュータは処理ユニットと制御デバイ
スとを含む。処理ユニットは、アプリケーション要求にタグを添付し、添付されたアプリ
ケーション要求を制御デバイスに送信する。制御デバイスは、タグ及び予め記憶されたリ
ソース割り当てポリシーに従って、アプリケーション要求のために割り当てられるリソー
スの量を決定し、コンピュータのコンポーネントに対して、アプリケーション要求のため
に割り当てられるリソースの量に従ってアプリケーション要求を処理するように命令する
。このように、アプリケーション要求を処理する場合、コンピュータのコンポーネントは
、アプリケーション要求のために割り当てられるリソースの量に従って処理を実行しても
よく、これは、リソースの量が複数のアプリケーション要求により相互に先取りされるこ
とを或る程度回避し、これにより、サービス品質を改善する。
【００５２】
　以下に、制御デバイス66の構成及び機能について主に説明する。
【００５３】
　制御デバイス66は、コンピュータのコンポーネントのうちのいずれかのコンポーネント
における、コンピュータ10内のデバイスを示す。コンピュータの或るコンポーネントがコ
ントローラを含む場合（例えば、メモリがメモリコントローラを含む場合、又はネットワ
ークアダプタがネットワークアダプタコントローラを含む場合）、制御デバイス66は、コ
ントローラに組み込まれた制御デバイス、又は元のコントローラに接続された新たに取り
付けられた制御デバイスでもよい。コンピュータの或るコンポーネントがコントローラを
含まない場合、制御デバイス66は、コンピュータのコンポーネントに接続された新たに取
り付けられたコントローラ又は制御デバイスでもよい。
【００５４】
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　図２ｂに示すように、制御デバイス66はプロセッサ600aを含む。
【００５５】
　制御デバイス66は、タグが添付されたアプリケーション要求を受信し、タグ及び予め記
憶されたリソース割り当てポリシーに従って、アプリケーション要求のために割り当てら
れるリソースの量を決定するように構成され、リソース割り当てポリシーは、タグとアプ
リケーション要求のために割り当てられるリソースの量との間の対応関係を含み、コンピ
ュータのコンポーネントに対して、アプリケーション要求のために割り当てられるリソー
スの量に従ってアプリケーション要求を処理するように命令するように更に構成される。
【００５６】
　更に、制御デバイス66は、バッファ（bufferとも呼ばれる）600bを更に含んでもよい。
【００５７】
　例えば、プロセッサ600aは、添付されたアプリケーション要求をバッファ600bに記憶し
、バッファ600bからタグを読み取り、タグ及び予め記憶されたリソース割り当てポリシー
に従って、アプリケーション要求のために割り当てられるリソースの量を決定するように
構成され、リソース割り当てポリシーは、タグとアプリケーション要求のために割り当て
られるリソースの量との間の対応関係を含み、コンピュータのコンポーネントに対して、
アプリケーション要求のために割り当てられるリソースの量に従ってアプリケーション要
求を処理するように命令するように構成される。
【００５８】
　バッファ600bはまた、プロセッサ600a内のレジスタでもよい点に留意すべきである。こ
の場合、その処理方式は以下のようでもよい。プロセッサ600aは、添付されたアプリケー
ション要求をプロセッサ600aのレジスタに記憶し、レジスタからタグを読み取り、タグ及
び予め記憶されたリソース割り当てポリシーに従って、アプリケーション要求のために割
り当てられるリソースの量を決定するように構成され、リソース割り当てポリシーは、タ
グとアプリケーション要求のために割り当てられるリソースの量との間の対応関係を含み
、コンピュータのコンポーネントに対して、アプリケーション要求のために割り当てられ
るリソースの量に従ってアプリケーション要求を処理するように命令するように構成され
る。
【００５９】
　例えば、図３に示すように、任意選択の実現方式は以下の通りである。制御デバイス66
は、プロセッサ600iと、バッファ（bufferとも呼ばれる）600bと、キュー600cとを含んで
もよい。
【００６０】
　プロセッサ600iは、フィールドプログラマブルゲートアレイ（Field-Programmable　Ga
te　Array、FPGA）又は他のプログラム可能デバイスでもよい。リソース割り当てポリシ
ーは、プロセッサ600iに内蔵され、リソース割り当てポリシーは、制御テーブル（表１に
示す）でもよく、制御テーブルは編集可能である。



(13) JP 6475256 B2 2019.2.27

10

20

30

40

50

【表１】

【００６１】
　具体的に、表１の各エントリは、１つのタグに対応する。更に、制御テーブルの各エン
トリは、複数の“属性”を含み、“属性”は、タグに対応するアプリケーション要求のた
めに割り当てられるリソースの量を表す。複数の種類のリソースの量が存在してもよく、
例えば、ターゲットサービス品質、IPC（Instruction　per　Cycle）、応答時間、最大許
容度等が含まれてもよい。“属性”の値の範囲は、ユーザにより設定されてもよい。例え
ば、値の範囲は、30%未満ではない範囲又は80%より大きくない範囲として定義されてもよ
い。更に、各エントリは、複数の“状態”を更に含み、“状態”は、タグに対応するアプ
リケーション要求により現在消費されているリソースの量を表し、“状態”の値は、リア
ルタイムで監視されて更新されてもよい。
【００６２】
　更に、リソース割り当てポリシーはまた、ファームウェアコードでもよく、FPGAに内蔵
される。本発明のこの実施例はリソース割り当てポリシーを記憶する方式に限定を設定し
ない。
【００６３】
　バッファ600bは、一時バッファである。制御デバイス66がタグを搬送するアプリケーシ
ョン要求を受信した場合、アプリケーション要求は、まず、一時記憶のためにバッファ60
0bに配置される。
【００６４】
　キュー600cもまた、一時バッファであり、これは、バッファ600bと同じ一時バッファに
位置してもよく、一時バッファと独立して機能するためにバッファ600bから分離されても
よい。キュー600cは、プロセッサ600iにより処理されるアプリケーション要求を記憶する
ように構成される。キュー600cは、複数のキューを含んでもよく、異なるキューは、バッ
ファ600b内の異なるアドレスセグメントに対応している。異なるキューは、異なる優先度
を有し、優先度は、コンピュータのコンポーネントによりキュー内のアプリケーション要
求を実行するための異なる順序で表される。これは、異なる量のリソースが異なるキュー
のために割り当てられることを意味する。
【００６５】
　更に、制御デバイス66は、プログラミングインタフェース600dを更に含んでもよい。
【００６６】
　プログラミングインタフェース600dは、アドレス空間マッピング機構を実現するように
構成され、プロセッサ600iに内蔵された制御テーブルをコンピュータ10の物理アドレス空
間にマッピングすることができる。ノード管理ソフトウェアは、制御テーブルを編集する
ために、コンピュータ10の物理アドレス空間にアクセスしてもよい。例えば、プログラミ
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ングインタフェース600dは、制御テーブルに記憶されたエントリを追加、変更又は削除す
るために使用される様々な機能を提供してもよい。更に、ノード管理ソフトウェアが全て
のアプリケーション要求の“状態”の値で統計を収集した後にリソース割り当てポリシー
を更に調整するように、プロセッサ600iは、プロセッサ600iの制御テーブルの各エントリ
内の全ての“状態”の値をノード管理ソフトウェアに更に提供してもよい。
【００６７】
　例えば、プロセッサ600iは、バッファ600bからタグを搬送するアプリケーション要求を
獲得し、アプリケーション要求の“属性”を取得するために、タグに従って表１の対応す
るエントリに問い合わせてもよい。アプリケーション要求の“属性”はアプリケーション
要求のために割り当てられるリソースの量を示すため、プロセッサ600iは、アプリケーシ
ョン要求のために割り当てられるリソースの量に従って、少なくとも２つのキューからア
プリケーション要求に対応するキューを選択し、アプリケーション要求を対応するキュー
に配置してもよい。
【００６８】
　アプリケーション要求を対応するキューに配置した後に、プロセッサ600iは、コンピュ
ータの対応するコンポーネントに対して、アプリケーション要求で処理を実行するように
命令してもよい。ここで、“コンピュータの対応するコンポーネント”は、制御デバイス
が属するコンピュータのコンポーネントを示す。例えば、制御デバイスがキャッシュ上の
制御デバイスを示す場合、“コンピュータの対応するコンポーネント”は、ここではキャ
ッシュを示す。
【００６９】
　ここで、“コンピュータの対応するコンポーネントに対して、アプリケーション要求で
処理を実行するように命令すること”は、プロセッサ600iが対応するキューからアプリケ
ーション要求を取り出し、アプリケーション要求をコンピュータの対応するコンポーネン
トに送信することでもよく、コンピュータの対応するコンポーネントが対応するキューか
らアプリケーション要求を取得することでもよい。
【００７０】
　更に、制御デバイス66は、データ転送器600jを更に含んでもよい。異なるアプリケーシ
ョン要求を異なるキュー600cに配置した後に、プロセッサ600iは、キューからアプリケー
ション要求を取り出した後に、アプリケーション要求をデータ転送器600jに送信してもよ
い。データ転送器600jは、アプリケーション要求をコンピュータの対応するコンポーネン
トに転送するように構成される。すなわち、ここで、コンピュータの対応するコンポーネ
ントは、データ転送器600jを使用することにより、対応するキューからアプリケーション
要求を取得してもよい。
【００７１】
　更に、アプリケーション要求を対応するキュー600cに配置する前に、プロセッサ600iは
、アプリケーション要求に圧縮及び暗号化のような或る前処理動作を実行し、次に、前処
理動作を受けたアプリケーション要求を対応するキュー600cに配置してもよい。
【００７２】
　図４に示すように、制御デバイス66について他の任意選択の実現方式は以下の通りであ
る。
【００７３】
　制御デバイス66は、バッファ（bufferとも呼ばれる）600bと、キュー600cと、マイクロ
プロセッサ600eと、キャッシュ（cacheとも呼ばれる）600fとを含む。
【００７４】
　バッファ（bufferとも呼ばれる）600b及びキュー600cは、図３に示すバッファ及びキュ
ーと同じであり、ここでは再び説明しない。
【００７５】
　マイクロプロセッサ600eは、CPU又は機能がCPUのものと同様である他のコントローラで
もよい。マイクロプロセッサ600eと図３に示すプロセッサ600iとの間の差は、プロセッサ
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600iがプログラム可能デバイスとして機能し、リソース割り当てポリシーがプロセッサ60
0iに内蔵され、リソース割り当てポリシーが編集可能であり、マイクロプロセッサ600eが
CPUの機能を実行するが、制御テーブルがマイクロプロセッサ600eに内蔵できない点にあ
る。従って、図４に示す制御デバイス66は、キャッシュ600fを更に含む。キャッシュ600f
は、リソース割り当てポリシーを記憶し、リソース割り当てポリシーは、機能が制御テー
ブルのものと同様であるプログラムコードを示す。
【００７６】
　例えば、制御デバイス66がタグを搬送するアプリケーション要求を受信した場合、アプ
リケーション要求は、まずバッファ600bに配置される。マイクロプロセッサ600eは、バッ
ファ600bに記憶されたアプリケーション要求のキューから、タグを搬送するアプリケーシ
ョン要求を獲得し、リソース割り当てポリシーをキャッシュ600fからバッファ600bに読み
取り、タグ及びリソース割り当てポリシーに従って、アプリケーション要求のために割り
当てられるリソースの量を決定し、少なくとも２つのキューからアプリケーション要求に
対応するキューを選択し、アプリケーション要求を対応するキューに配置してもよい。次
に、マイクロプロセッサ600eは、対応するキューからアプリケーション要求を取り出し、
アプリケーション要求をコンピュータの対応するコンポーネントに送信する。
【００７７】
　或いは、制御デバイス66は、データ転送器600jを更に含んでもよい。異なるアプリケー
ション要求を異なるキュー600cに配置した後に、マイクロプロセッサ600eは、キューから
アプリケーション要求を取り出した後に、アプリケーション要求をデータ転送器600jに送
信してもよく、データ転送器600jは、アプリケーション要求をコンピュータの対応するコ
ンポーネントに転送するように構成される。以降の処理の方式は、図３に示す実現方式と
同じであり、ここでは再び説明しない。
【００７８】
　更に、図４に示す制御デバイス66は、キャッシュ600fに記憶されたリソース割り当てポ
リシーを変更するために使用される制御ロジック（図４に図示せず）を更に含んでもよい
。
【００７９】
　同様に、アプリケーション要求を対応するキュー600cに配置する前に、マイクロプロセ
ッサ600eは、アプリケーション要求に圧縮及び暗号化のような或る前処理動作を実行し、
次に、前処理動作を受けたアプリケーション要求を対応するキュー600cに配置してもよい
。
【００８０】
　マイクロプロセッサ600e内にbufferが存在する場合、マイクロプロセッサ600eはまた、
タグを搬送するアプリケーション要求及びキャッシュ600fに記憶されたリソース割り当て
ポリシーをマイクロプロセッサ600eのbufferに読み取り、マイクロプロセッサ600eのbuff
er内のアプリケーション要求を処理し、処理結果に従ってアプリケーション要求を対応す
るキュー600cに配置してもよいことが認識され得る。
【００８１】
　制御デバイス66について、更に他の任意選択の実現方式は以下の通りである。
【００８２】
　図５に示すように、制御デバイス66は、バッファ600bと、比較制御ロジック600gと、キ
ャッシュ600fと、キュー600cとを含んでもよい。
【００８３】
　ここで、比較制御ロジック600gは、特定用途向け集積回路（Application　Specific　I
ntegrated　Circuits、ASIC）又は他の集積回路でもよい。
【００８４】
　バッファ600bは、前述のバッファと一致する。
【００８５】
　キャッシュ600fは、制御テーブル（表１）を記憶する。
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【００８６】
　制御デバイス66がタグを搬送するアプリケーション要求を受信した場合、アプリケーシ
ョン要求は、まず対応するキューに配置される。キューは、バッファ600b内のキャッシュ
空間の一部又は独立したバッファでもよい。比較制御ロジック600gは、キューからバッフ
ァ600b（又は比較制御ロジック600gのbuffer）にアプリケーション要求を読み取り、タグ
に対応するエントリを返すようにキャッシュ600fに要求するために、アプリケーション要
求のタグに従って読み取り命令をキャッシュ600fに送信する。エントリの内容は、バッフ
ァ600b（又は比較制御ロジック600gのbuffer）にロードされ、比較制御ロジック600gは、
アプリケーション要求をキュー600cに配置するために、バッファ600b（又は比較制御ロジ
ック600gのbuffer）内のエントリの内容に従って、少なくとも２つのキューから対応する
キューを選択する。次に、比較制御ロジック600gは、対応するキューからアプリケーショ
ン要求を取り出し、アプリケーション要求をコンピュータの対応するコンポーネントに送
信する。
【００８７】
　或いは、制御デバイス66は、データ転送器600jを更に含んでもよい。異なるアプリケー
ション要求を異なるキュー600cに配置した後に、比較制御ロジック600gは、キューからア
プリケーション要求を取り出した後に、アプリケーション要求をデータ転送器600jに送信
してもよく、データ転送器600jは、アプリケーション要求をコンピュータの対応するコン
ポーネントに転送するように構成される。
 
【００８８】
　同様に、比較制御ロジック600gは、バッファ600bにおいて、アプリケーション要求に圧
縮及び暗号化のような或る前処理動作を更に実行してもよい。
【００８９】
　更に、制御デバイス66は、キャッシュ600fに記憶された制御テーブルを編集するように
構成されたプログラミングインタフェース600dを更に含んでもよい。プログラミングイン
タフェース600dの具体的な機能について、図３に示す実施例におけるプログラミングイン
タフェース600dの説明に参照が行われてもよい。
【００９０】
　コンピュータ10のコンポーネントの制御デバイス66は、完全には同じでなくてもよい点
に留意すべきである。具体的に、制御デバイス66により記憶されるリソース割り当てポリ
シーは、完全には同じでなくてもよい。例えば、同じアプリケーション要求について、ア
プリケーション要求がメモリにアクセスする必要がある場合、メモリによりアプリケーシ
ョン要求のために割り当てられるリソースの量は80%に達してもよく、アプリケーション
要求がI/Oデバイスを使用することにより出力される必要がある場合、I/O相互接続ネット
ワークによりアプリケーション要求のために割り当てられるリソースの量は70%のみでも
よい。
【００９１】
　本発明のこの実施例により提供される制御デバイスを使用することにより、アプリケー
ション要求のために割り当てられるリソースの量は、アプリケーション要求のタグ及び予
め記憶されたリソース割り当てポリシーに従って決定されてもよく、コンピュータのコン
ポーネントは、アプリケーション要求のために割り当てられるリソースの量に従ってアプ
リケーション要求を処理するように命令される。このように、アプリケーション要求を処
理する場合、コンピュータのコンポーネントは、アプリケーション要求のために割り当て
られるリソースの量に従って処理を実行してもよく、これは、リソースの量が複数のアプ
リケーション要求により相互に先取りされることを或る程度回避し、これにより、サービ
ス品質を改善する。
【００９２】
　本発明のこの実施例では、コンピュータのコンポーネント上の制御デバイス66は、図１
又は図２ａにおいて点線で示すように、全ての制御デバイス66を接続するために使用され
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る制御デバイスネットワークを形成してもよい。各制御デバイスは、１つの物理アクセス
ポイントを含み、物理アクセスポイントを使用することにより制御デバイスネットワーク
にアクセスする。制御デバイスネットワークは、ペリフェラル・コンポーネント・インタ
ーコネクト・エクスプレス（Peripheral　Component　Interconnect　Express、PCIe）プ
ロトコル又は他のプロトコルを使用することによりデータを伝送してもよく、プロトコル
の種類は、本発明のこの実施例では限定されない。
【００９３】
　本発明のこの実施例では、ノード管理ソフトウェア（図１に図示せず）が更に含まれて
もよく、ノード管理ソフトウェアは、オペレーティングシステム内のモジュールでもよく
、オペレーティングシステムとコンピュータハードウェアとの間の中間ソフトウェア層の
モジュール（Hypervisor）でもよく、１つ又は複数の処理ユニット11で動作する。ノード
管理ソフトウェアは、制御デバイスネットワークを通じて全ての制御デバイス66を管理す
るように構成され、例えば、制御デバイス66での初期化動作を実行すること、制御デバイ
ス66の“状態”値を収集すること、収集された“状態”値に従ってリソース割り当てポリ
シーを決定又は調整すること、リソース割り当てポリシーを制御デバイス66に送信するこ
と等を行うように構成される。
【００９４】
　任意選択で、図６に示すように、実現方式は以下の通りである。専用ネットワークがコ
ンピュータ10内に確立され、全ての制御デバイス66がルートルータを使用することにより
接続され、全ての制御デバイス66の物理アクセスポイントは、専用ネットワークに接続さ
れる。専用ネットワークは、通信プロトコルを提供してもよく、通信プロトコルは、制御
デバイス66にアクセスするためのメッセージパケットのフォーマットを定義する役目をす
る。例えば、メッセージパケットは、制御デバイス番号又は制御デバイスIDと、制御デバ
イスコマンド（例えば、リソース割り当てポリシーの追加、リソース割り当てポリシーの
削除、又はリソース割り当てポリシーの変更）と、制御デバイスコマンドパラメータとを
含んでもよいが、これに限定されない。更に、制御デバイス66がコンピュータ10の外部デ
バイス又はノード管理ソフトウェアと通信することを可能にするために、メッセージパケ
ットはまた、PCIeプロトコル又は他のプロトコルを使用することによりカプセル化された
後に伝送されてもよい。
【００９５】
　任意選択で、他の実現方式は以下の通りである。各制御デバイス66は、アドレス空間マ
ッピング方式でノード管理ソフトウェアとデータ交換を実行する。具体的に、各制御デバ
イス66は、制御デバイス66の制御テーブル又はリソース割り当てポリシーをコンピュータ
10の物理アドレス空間にマッピングする。ノード管理ソフトウェアは、制御テーブル又は
リソース割り当てポリシーの編集を実現するために、アドレス空間にアクセスしてもよい
。
【００９６】
　図７に示すように、ノード管理ソフトウェアは、制御デバイスドライバモジュール701
と、監視及び管理モジュール702と、ユーザプログラミングインタフェース703とを含んで
もよい。
【００９７】
　制御デバイスドライバモジュール701は、コンピュータのコンポーネントの新たな制御
デバイス66をスキャン及び識別し、制御デバイス66を初期化し、リソース割り当てポリシ
ーを制御デバイス66に送信するように構成される。更に、制御デバイスドライバモジュー
ル701は、リソース割り当てポリシーを追加、変更又は削除するように更に構成される。
【００９８】
　監視及び管理モジュール702は、各制御デバイス66の収集された“状態”値を記憶し、
各制御デバイス66の収集された“状態”値で相関分析を実行し、ユーザ要求と組み合わせ
てリソース割り当てポリシーを決定するように構成される。
【００９９】
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　ユーザプログラミングインタフェース703は、他のソフトウェア又はアプリケーション
プログラムがアプリケーションプログラミングインタフェース（Application　Programmi
ng　Interface、API）を使用することにより制御デバイス66のプログラミングを実現し得
るように、APIを提供するように構成される。例えば、APIは少なくとも以下のインタフェ
ース、すなわち、初期化コマンド、リソース割り当てポリシーを追加するコマンド、リソ
ース割り当てポリシーを変更するコマンド、リソース割り当てポリシーを削除するコマン
ド等を含む。
【０１００】
　図２ｂ、図３、図４又は図５に示す、本発明の実施例における制御デバイスは、本発明
の実施例に適用可能な例に過ぎず、本発明の適用に具体的な制限を設定することを意図す
るものではない。例えば、制御デバイスはまた、特定用途向け集積回路でもよい。制御デ
バイスがどの形式にあったとしても、制御デバイスは、コンピュータ内で制御デバイスの
機能を実現する。本発明の実施例に記載のコンピュータは、パーソナルコンピュータ、サ
ーバ、移動電話、又はパームトップコンピュータでもよく、本発明は、コンピュータの具
体的な実現方式に限定を設定しない。この出願の文献は、他のシステムの実施例又は適用
シナリオを１つずつ説明しない。
【０１０１】
　以下に、本発明の実施例におけるデータ処理を実現するために、制御デバイスがコンピ
ュータ内に配置される手順について説明する。本発明のこの実施例におけるデータ処理方
法は、図２ｂ、図３、図４、又は図５に示す制御デバイスに実現されてもよい。図８に示
すように、この方法は以下を含む。
【０１０２】
　ステップS101：制御デバイスは、タグを搬送するアプリケーション要求を受信する。
【０１０３】
　タグを搬送するアプリケーション要求は、図１又は図２ａに示す処理ユニット11からの
ものでもよく、ネットワークアダプタからのものでもよい。タグを搬送するアプリケーシ
ョン要求が処理ユニット11からのものである場合、処理ユニット11は、アプリケーション
要求を受信又は生成する場合に、アプリケーション要求にタグを添付する必要がある。具
体的に、処理ユニット11によりアプリケーション要求にタグを添付する方式について、図
２ａに示す実施例に参照が行われてもよく、詳細についてここでは再び説明しない。
【０１０４】
　タグを搬送するアプリケーション要求がネットワークアダプタからのものである場合、
１つの場合は、ネットワークアダプタがアプリケーション要求を受信した場合、アプリケ
ーション要求がタグを搬送するアプリケーション要求であることである。他の場合は、ネ
ットワークアダプタがメッセージパケットを受信した場合、アプリケーション要求は、メ
ッセージパケットを解析することにより取得され、次にアプリケーション要求がタグ付け
されることである。
【０１０５】
　更に、ステップS101の前に、各制御デバイスが動作状態になるように、オペレーティン
グシステム又はHypervisorは、ノード管理ソフトウェアを使用することにより、コンピュ
ータ内の各制御デバイス66で初期化動作を実行してもよい。制御デバイス66が初期化動作
を受けた後に、ノード管理ソフトウェアは、制御デバイスネットワークを通じてリソース
割り当てポリシーを各制御デバイス66に送信する。
【０１０６】
　ステップS102：制御デバイスは、タグ及び予め記憶されたリソース割り当てポリシーに
従って、アプリケーション要求のために割り当てられるリソースの量を決定し、リソース
割り当てポリシーは、タグとアプリケーション要求のために割り当てられるリソースの量
との間の対応関係を含む。
【０１０７】
　具体的に、制御デバイスは、タグを搬送するアプリケーション要求を制御デバイスの第
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１のバッファ（図２ｂに示すバッファ600b）に書き込み、第１のバッファからタグを読み
取る。
【０１０８】
　リソース割り当てポリシーは、ノード管理ソフトウェアを使用することにより制御デバ
イス66に送信され、処理ユニット11によりアプリケーション要求に添付されたタグもまた
、ノード管理ソフトウェアを使用することにより定義される。従って、アプリケーション
要求で搬送されたタグは、リソース割り当てポリシー内のタグに関連付けられてもよく、
制御デバイスは、タグ及び予め記憶されたリソース割り当てポリシーに従って、アプリケ
ーション要求のために割り当てられるリソースの量を決定してもよい。
【０１０９】
　ここでのリソースの量は、制御デバイスが位置するコンピュータのコンポーネントによ
りアプリケーション要求のために割り当てられるリソースの量でもよく、パーセント値で
もよく、優先度情報等を更に含んでもよい。例えば、制御デバイスが位置するコンピュー
タのコンポーネントがメモリである場合、リソースの量は、メモリ空間のサイズでもよく
、メモリ空間のパーセント値（例えば、80%）でもよく、他の情報（表１の“属性”の説
明に参照が行われてもよい）でもよい。本発明のこの実施例は、リソースの量の表現形式
に限定を設定せず、コンポーネントによりアプリケーション要求を処理する優先度又は速
度を表すという条件で、いずれのものも本発明のこの実施例の保護範囲内に入るものとす
る。
【０１１０】
　更に、ここでのリソース割り当てポリシーは、制御デバイスのプロセッサに内蔵されて
もよく（図３に示す実現方式に参照が行われる）、制御デバイスのキャッシュに記憶され
てもよい（図３に示す実現方式に参照が行われる）。
【０１１１】
　ステップS103：制御デバイスは、コンピュータのコンポーネントに対して、アプリケー
ション要求のために割り当てられるリソースの量に従ってアプリケーション要求を処理す
るように命令する。
【０１１２】
　コンピュータのコンポーネントに対して、アプリケーション要求のために割り当てられ
るリソースの量に従ってアプリケーション要求を処理するように命令することは、アプリ
ケーション要求のために割り当てられるリソースの量及びアプリケーション要求をコンポ
ーネントに送信することでもよく、アプリケーション要求をコンポーネントに送信し、ア
プリケーション要求を処理する方式をコンポーネントに通知することでもよい。
【０１１３】
　本発明のこの実施例では、制御デバイスは、アプリケーション要求で搬送されるタグ及
びタグとアプリケーション要求のために割り当てられるリソースの量との間の対応関係に
従って、アプリケーション要求のために割り当てられるリソースの量を決定し、次に、コ
ンピュータのコンポーネントに対して、アプリケーション要求のために割り当てられるリ
ソースの量に従ってアプリケーション要求を処理するように命令してもよい。従って、異
なる量のリソースが異なるアプリケーション要求に割り当てられてもよく、これにより、
サービス品質を改善する。
【０１１４】
　任意選択で、ステップS103の後にアプリケーション要求の処理が完了していない場合、
コンピュータの他のコンポーネントからリソースを申し込み、アプリケーション要求を処
理することが依然として必要であり、処理されたアプリケーション要求は、処理のために
コンピュータの他のコンポーネント上の制御デバイスに転送されてもよく、この処理方式
はステップS101～ステップS103と同様である。コンピュータの他のコンポーネント上の制
御デバイスに転送されるアプリケーション要求もタグを搬送する点に留意すべきである。
【０１１５】
　以下に、本発明の実施例におけるデータ処理方法の他の実現方式について説明する。図
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９に示すように、この方法は以下を含む。
【０１１６】
　ステップS201：ステップS101と同じである。
【０１１７】
　ステップS202：制御デバイスは、キャッシュ（略してキャッシュと呼ばれてもよい）か
らリソース割り当てポリシーを取得する。
【０１１８】
　リソース割り当てポリシーがソフトウェアコードである場合、制御デバイスは、リソー
ス割り当てポリシーを制御デバイスのプロセッサのバッファにロードしてもよい。リソー
ス割り当てポリシーが表１に示す制御テーブルである場合、制御デバイスは、クエリ命令
をキャッシュに送信してもよく、クエリ命令は、タグを含み、キャッシュは、タグに従っ
て対応するエントリを求めて制御テーブルを検索し、エントリを制御デバイスに戻す。制
御デバイスは、エントリを制御デバイスのプロセッサのバッファにロードする。具体的に
、エントリは、タグとアプリケーション要求のために割り当てられるリソースの量との間
の対応関係を含む。
【０１１９】
　ステップS203：制御デバイスは、タグ及び予め記憶されたリソース割り当てポリシーに
従って、アプリケーション要求のために割り当てられるリソースの量を決定する。
【０１２０】
　ステップS204：ステップS103と同じである。
【０１２１】
　本発明のこの実施例では、制御デバイスは、アプリケーション要求で搬送されるタグ及
びタグとアプリケーション要求のために割り当てられるリソースの量との間の対応関係に
従って、アプリケーション要求のために割り当てられるリソースの量を決定し、次に、コ
ンピュータのコンポーネントに対して、アプリケーション要求のために割り当てられるリ
ソースの量に従ってアプリケーション要求を処理するように命令してもよい。従って、異
なる量のリソースが異なるアプリケーション要求に割り当てられてもよく、これにより、
サービス品質を改善する。
【０１２２】
　以下に、本発明の実施例におけるデータ処理方法の他の実現方式について説明する。図
１０に示すように、この方法は以下を含む。
【０１２３】
　ステップS301：ステップS101と同じである。
【０１２４】
　ステップS302：ステップS102と同じであり、ステップS202及びS203と同じである。
【０１２５】
　ステップS303：制御デバイスは、アプリケーション要求のために割り当てられるリソー
スの量に従って、少なくとも２つのキューからアプリケーション要求に対応するキューを
選択し、アプリケーション要求に対応するキューにアプリケーション要求を記憶する。
【０１２６】
　具体的に、制御デバイスは、第２のバッファを含んでもよく、キューは、第２のバッフ
ァに記憶される（図３、図４又は図５に示す実現方式に参照が行われてもよい）。第２の
バッファは、少なくとも２つのキューを含み、各キューは、リソースの量の範囲に対応し
、各キューの優先度は異なる。
【０１２７】
　ステップS304：制御デバイスのデータ転送器（例えば、図３～図５におけるデータ転送
器600j）は、アプリケーション要求に対応するキューからアプリケーション要求を取得し
、アプリケーション要求をコンピュータのコンポーネントに転送する。
【０１２８】
　ステップS305：コンピュータのコンポーネントは、アプリケーション要求を取得して実
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行する。
【０１２９】
　ステップS304は任意選択のステップであり、コンピュータのコンポーネントはまた、対
応するキューからアプリケーション要求を直接取得してもよい点に留意すべきである。
【０１３０】
　例えば、第２のバッファは、高優先度キュー、中優先度キュー及び低優先度キューであ
る３つのキューを含んでもよい。高優先度キューに対応するリソースの量のパーセント値
は、70%～80%である。アプリケーション要求のために割り当てられるリソースの量が76%
である場合、アプリケーション要求は、高優先度キューに配置される。高優先度キューは
、優先処理順序又は比較的高い処理速度を意味する。コンピュータのコンポーネントは、
高優先度キューからアプリケーション要求を優先的に取得し、アプリケーション要求を実
行してもよい。任意選択で、制御デバイスは、どのキューにアプリケーション要求が配置
されるかを検討するために、他のファクタ、例えば、アプリケーション要求により現在使
用されているリソースの量を更に参照してもよい。この出願の文献では、適用シナリオを
１つずつ説明しない。
【０１３１】
　各キューは、複数の処理されるべきアプリケーション要求を含んでもよいことが認識さ
れ得る。各キュー内の複数の処理されるべきアプリケーション要求について、コンピュー
タのコンポーネントは、先入れ先出しの原則又は他の原則に従って処理を実行してもよい
。
【０１３２】
　更に、制御デバイスがアプリケーション要求を対応するキューに配置した後に、制御デ
バイスはまた、キューからアプリケーション要求を順に取り出し（キューに複数のアプリ
ケーション要求が存在する場合）、処理のためにアプリケーション要求をコンピュータの
コンポーネントに送信してもよい。
【０１３３】
　本発明のこの実施例では、制御デバイスは、アプリケーション要求で搬送されるタグ及
びタグとアプリケーション要求のために割り当てられるリソースの量との間の対応関係に
従って、アプリケーション要求のために割り当てられるリソースの量を決定し、アプリケ
ーション要求のために割り当てられるリソースの量に従ってアプリケーション要求を対応
するキューに配置し、次に、アプリケーション要求に対応するキューからアプリケーショ
ン要求を取得し、アプリケーション要求をデータ転送器に送信してもよい。データ転送器
は、実行のためにアプリケーション要求をコンピュータのコンポーネントに転送し、これ
により、サービス品質を改善する。
【０１３４】
　任意選択で、図８、図９又は図１０に示すデータ処理方法の実現方式では、以下のステ
ップが更に含まれてもよい。
【０１３５】
　アプリケーション要求の実行が完了した後に、コンピュータのコンポーネントは、アプ
リケーション要求が処理されたことを説明するためのメッセージをオペレーティングシス
テムにフィードバックしてもよい。この場合、リソース再生（resource　reclamation）
メッセージが、ノード管理ソフトウェアを使用することにより制御デバイスに送信されて
もよく、リソース再生メッセージは、制御デバイス内のリソース割り当てポリシーを削除
するために使用される。
【０１３６】
　以下に、ビデオ再生のためのアプリケーション要求が処理される例を使用することによ
り、図８～図１０における処理手順について更に説明する。
【０１３７】
　ステップ1：ユーザは、ローカルコンピュータ内のビデオファイルをクリックする。
【０１３８】
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　ステップ2：CPUは、ビデオファイルを読み取るために、メモリアクセス要求を生成する
。
【０１３９】
　ステップ3：CPUは、メモリアクセス要求にタグ付けし、タグを搬送するメモリアクセス
要求をメモリ上の制御デバイスに送信する。
【０１４０】
　ステップ4：メモリ上の制御デバイスは、タグに従って、メモリアクセス要求のために
割り当てられるメモリ空間を決定し、割り当てられるメモリ空間に従ってメモリアクセス
要求を対応するキューに更に配置する。
【０１４１】
　ステップ5：メモリ上の制御デバイスは、キューからメモリアクセス要求を取り出し、
メモリアクセス要求を実行するために、メモリアクセス要求をメモリに送信する。
【０１４２】
　ステップ6：メモリは、ビデオファイルをロードした後に、応答をCPUに送信する。
【０１４３】
　ステップ7：CPUは、メモリからビデオファイルを取得し、ビデオファイルにおいてハー
ドウェアデコードを実行するようにGPUに要求するために、ハードウェアアクセラレーシ
ョン要求をGPUに送信し、ハードウェアアクセラレーション要求は、ビデオファイル及び
タグを搬送する。
【０１４４】
　ステップ8：GPU上の制御デバイスは、タグに従って、ビデオファイルのために割り当て
られるハードウェアアクセラレーションリソースの量を決定し、次に、割り当てられるハ
ードウェアアクセラレーションリソースの量に従って、ハードウェアアクセラレーション
要求を対応するキューに配置する。
【０１４５】
　ステップ9：GPU上の制御デバイスは、キューからハードウェアアクセラレーション要求
を取り出し、ハードウェアアクセラレーション要求をGPUに送信する。
【０１４６】
　ステップ10：GPUは、ハードウェアアクセラレーション要求に従ってビデオファイルに
おいてハードウェアアクセラレーション処理を実行する。
【０１４７】
　ステップ11：処理が完了した後に、ビデオファイルにおいて他の処理を実行する必要が
ない場合、GPUは、出力要求をサウスブリッジ（例えば、図１又は図２ａに示すI/O制御ネ
ットワーク）に送信してもよく、出力要求は、ハードウェアアクセラレーション処理を受
けたビデオファイル及びタグを含む。
【０１４８】
　ステップ12：サウスブリッジ上の制御デバイスは、タグに従って、ビデオファイルのた
めに割り当てられた帯域幅を決定し、割り当てられた帯域幅に従って、出力要求を対応す
るキューに配置する。
【０１４９】
　ステップ13：サウスブリッジは、キューからビデオファイルを取り出し、ビデオファイ
ルをディスプレイに送信する。
【０１５０】
　ステップ14：ディスプレイは、ビデオファイルを表示する。
【０１５１】
　当業者は、この明細書に開示された実施例に記載の例と組み合わせて、ユニット及びア
ルゴリズムのステップが電子ハードウェア、コンピュータソフトウェア、又はこれらの組
み合わせにより実現されてもよいことを認識し得る。ハードウェアとソフトウェアとの間
の互換性を明確に説明するために、前述では、機能に従って各例の構成及びステップを一
般的に説明した。機能がハードウェアにより実行されるかソフトウェアにより実行される
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毎に記載の機能を実現するために異なる方法を使用してもよいが、この実現は、本発明の
範囲を超えるものとして考えられるべきではない。
【０１５２】
　便宜的且つ簡潔な説明の目的で、前述のシステム、装置及びユニットの詳細な動作処理
について、前述の方法の実施例の対応する処理に参照が行われてもよく、詳細をここでは
再び説明しないことが、当業者により明確に認識され得る。
【０１５３】
　この出願で提供される複数の実施例では、開示のシステム、装置及び方法は他の方式で
実現されてもよいことが認識されるべきである。例えば、記載の装置の実施例は、単なる
例示である。例えば、ユニットの分割は、単に論理的な機能分割であり、実際の実現では
他の分割でもよい。例えば、複数のユニット又はコンポーネントは結合されてもよく、他
のシステムに統合されてもよく、いくつかの機能が無視されてもよく実行されなくてもよ
い。更に、表示又は説明した相互結合若しくは直接結合又は通信接続は、いくつかのイン
タフェースを通じて実現されてもよい。装置又はユニットの間の間接結合又は通信接続は
、電気的、機械的又は他の形式で実現されてもよい。
【０１５４】
　別々の部分として記載したユニットは、物理的に別々でもよく別々でなくてもよい。ユ
ニットとして表示された部分は、物理的なユニットでもよく物理的なユニットでなくても
よく、１つの位置に存在してもよく、複数のネットワークユニットに分散されてもよい。
ユニットの一部又は全部は、本発明の実施例の対策の目的を達成するために、実際のニー
ズに従って選択されてもよい。
【０１５５】
　更に、本発明の実施例における機能ユニットは、１つの処理ユニットに統合されてもよ
く、ユニットのそれぞれが物理的に単独で存在してもよく、２つ以上のユニットが１つの
ユニットに統合されてもよい。統合されたユニットは、ハードウェアの形式で実現されて
もよく、ソフトウェア機能ユニットの形式で実現されてもよい。
【０１５６】
　統合されたユニットがソフトウェア機能ユニットの形式で実現され、独立したプロダク
トとして販売又は使用される場合、統合されたユニットは、コンピュータ読み取り可能記
憶媒体に記憶されてもよい。このような理解に基づいて、基本的に本発明の技術的対策若
しくは従来技術に寄与する部分、又は技術的対策の全部若しくは一部は、ソフトウェアプ
ロダクトの形式で実現されてもよい。ソフトウェアプロダクトは、記憶媒体に記憶され、
コンピュータデバイス（パーソナルコンピュータ、サーバ又はネットワークデバイスでも
よい）に対して本発明の実施例に記載の方法のステップの全部又は一部を実行するように
命令する複数の命令を含む。前述の記憶媒体は、USBフラッシュドライブ、取り外し可能
ハードディスク、読み取り専用メモリ（ROM、Read-Only　Memory）、ランダムアクセスメ
モリ（RAM、Random　Access　Memory）、磁気ディスク又は光ディスクのようなプログラ
ムコードを記憶することができるいずれかの媒体を含む。
【０１５７】
　前述の説明は本発明の単に具体的な実施例に過ぎず、本発明の保護範囲を限定すること
を意図するものではない。本発明に開示された技術的範囲内で当業者により容易に認識さ
れる如何なる変更又は置換も、本発明の保護範囲内に入るものとする。従って、本発明の
保護範囲は、特許請求の範囲の保護範囲に従うものとする。
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